


日頃何気なく使っている「ことば」。毎日かわす挨拶のことばから、本
や雑誌の文章、音楽のリリック、SNS にあふれる顔の見えないことばま
で、私たちは様々なことばに囲まれて過ごしています。善意で発したこ
とばが誤解されて悲しい思いをしたり、心無いことばに傷ついたり、何
気なく言われたことばになぐさめられたり、本に記された一行のことばに
励まされたり…という経験は誰もが思いあたるのではないでしょうか。
本展は、日頃あまり考えることのない「ことば」について思いをめぐらす
展覧会です。おーなり由子さんの絵本『ことばのかたち』や鯨庭さんの
マンガ『言葉の獣』、みっけさん・天野慶さんの『ことば図鑑』、KEN 
THE 390 さんのラップ、谷川俊太郎さんの詩など、絵や音楽、そして「こ
とば」それ自体を通して、「ことば」が示すもの、その意味の奥にあるも
のに想像を広げてもらえればと思います。「ことば」の前に立ち止まり、
あなたにとっての「ことばのカタチ」をみつけてください。

関 連イベント 詳細は文学館ホームページをご覧ください。　すべて会場は文学館、 対象は一般
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町田市民文学館ことばらんど

ことばらんどで

KEN THE 390
「Last Note」

おーなり由子
『ことばのかたち』原画
（個人蔵）

鯨庭
「生きる」原画
（個人蔵）

みっけ　天野慶
『見て楽しむ
ことば図鑑』

（幻冬舎 2023年）

日時 4月19日（土）14：00～15：30 定員 80名（申込順）

申込方法 4月2日正午からイベントダイヤル（724-5656）または
イベシス（イベントコード：250402E）で受付

オープニングトークショー
 「ことばのカタチを語る」

おーなり由子（絵本作家）、北村薫（作家）、天野慶（歌人）講師
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日時 6月7日（土）14：00～16：00 定員 30名（申込順）

申込方法 5月1日正午からイベシス（イベントコード：250501A）で受付

展示室を巡り、みっけさん・天野さんの「ことば図鑑」からことばを採集
し、カードゲームも使って短歌や連歌を作ります。ゲーム感覚でことば
と遊んでみませんか。

創作ワークショップ 「Let’s  ことば」
天野慶（歌人）講師
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申込方法 4月1日正午からイベシス（イベントコード：250401A）で受付

ラップの成り立ちのレクチャーの後、KENさんが直接、ラップづくりの
ノウハウを教えてくれます！オリジナルラップを作り、ことばとリズムを
体感しましょう。
日時 5月10日（土）14：00～15：00 定員 30名（申込順）

ラップワークショップ 「Let’s  RAP」
KEN THE  390（ラッパー）講師

4演劇ワークショップ 「Let’s  PLAY」

日時 5月3日（土）14：00～16：00 定員 20名（申込順）

申込方法 4月1日正午からイベシス（イベントコード：250401B）で受付

表現や発声の違いによって相手に届くことばの意味や伝わり方は変
わります。演劇メソッドを通して「ことばのカタチ」を声で探り、伝えるこ
とば・伝わることばを体験します。

飯原道代（ナラティブシアター土の子代表）講師
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展示解説
日時 5月1日（木）、5月31日（土）、6月18日（水）

 ※いずれも14：00～（30分程度）

申込不要。
直接2階展示室に
お越しください。

8短歌セレクション展示7

日時 5月18日（日）14：00～15：30 定員 80名（申込順）

申込方法 4月18日正午からイベントダイヤル（724-5656）または
イベシス（イベントコード：250418B）で受付

講演会 「ことばの意味と辞典の意味
――広辞苑づくりの現場から」

平木靖成（辞典編集者）講師
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日時 6月14日（土）14：00～16：00 定員 20名（申込順）

申込方法 5月1日正午からイベシス（イベントコード：250501B）で受付

田中美沙妃（美術作家）講師
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新聞から切り抜いた単語や文章をつなげて詩を作ります。一見脈絡
のないことばが意味を持ち始める不思議を体験してみませんか。詩を
作ったことがない人でも気軽に楽しめます。

詩作ワークショップ 「Let’s  新聞詩」

@machida_kotoba
で最新情報配信中!

短 歌アプリ『 5 7 5 7 7 』とのコラボイベント。アプリで短 歌を募 集し、
「いいね」数が多い作品10首を展示室に掲示します。


